
第 180 号

2017／9

発行所・（福）横浜市社会福祉協議会
　　　　障害者支援センター
〒231　横浜市中区桜木町1丁目1番地
-8482　横浜市健康福祉総合センター9階
ＴＥＬ045（681）1211・ＦＡＸ045（680）1550
http://www.yokohamashakyo.jp/siencenter/
編集発行人・森　和雄

　
通
所
開
始
ま
で

　「
ひ
の
」
で
は

　

新
倉
さ
ん
は
強
い
光
で

も
判
別
が
難
し
い
。「
ひ

の
」
で
は
そ
の
よ
う
な
状

況
の
方
の
支
援
は
初
め
て

の
経
験
だ
っ
た
の
で
、
職

員
の
藤
川
さ
ん
と
東
さ
ん

が
、
学
校
で
の
様
子
を
見

学
に
訪
れ
る
こ
と
に
し
た
。

学
校
で
は
ト
イ
レ
の
場
所

が
わ
か
る
よ
う
に
、
手
す

り
に
ロ
ー
プ
を
巻
き
、
凹

凸
の
感
触
を
利
用
し
た
目

印
が
つ
い
て
い
た
が
、「
ひ

の
」
で
は
点
字
シ
ー
ル
を

貼
る
こ
と
で
対
応
。
移
動

の
誘
導
方
法
も
学
校
の
先

生
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
た
。

　
学
校
で
は

　

担
任
の
先
生
も
新
倉
さ

ん
を
応
援
し
て
い
る
。
黒

色
の
部
分
が
立
体
的
に
浮

き
出
る
特
殊
な
印
刷
機
を

使
い
「
ひ
の
」
の
見
取
り

図
（
写
真
①
）
を
作
成
。

こ
の
凹
凸
を
手
で
確
か
め

な
が
ら
、
建
物
の
イ
メ
ー

ジ
を
つ
か
む
の
だ
そ
う

だ
。
担
任
の
先
生
は
、
こ

の
見
取
り
図
を
通
所
開
始

ま
で
に
覚
え
る
と
い
う
宿

題
を
出
し
た
と
い
い
、「
新

倉
さ
ん
は
し
っ
か
り
と
覚

え
て
き
ま
し
た
」
と
職
員

の
藤
川
さ
ん
。

　
毎
日
の
過
ご
し
方

　

当
初
は
緊
張
も
見
ら
れ

た
が
、
次
第
に
「
ひ
の
」

の
活
動
に
も
慣
れ
て
来
た

様
子
。
体
力
面
で
の
心
配

も
あ
っ
た
が
、
休
ま
ず
通

所
し
て
い
る
。
好
き
な
作

業
は
、
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ

と
の
こ
と
。

　

こ
こ
の
良
い
所
は
、

「
ゆ
っ
く
り
し
て
い
る

と
こ
ろ
」
と
新
倉
さ
ん

は
語
る
。
新
倉
さ
ん
は

自
分
の
意
思
や
意
見
を

言
う
の
が
少
々
苦
手
の
よ

う
だ
が
「
自
分
で
し
た
い

事
」
や
、「
他
の
人
に
し

て
欲
し
い
事
」
を
言
え
る

よ
う
に
な
る
の
が
今
の
目

標
と
の
こ
と
。
そ
ん
な
新

倉
さ
ん
の
ペ
ー
ス
に
と
て

も
あ
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

外
食
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

は
、
好
き
な
ポ
テ
ト
を
注

文
し
た
。
ま
た
、
運
営
委

員
長
が
入
院
し
た
際
、
通

所
者
で
お
見
舞
い
の
「
し

き
し
」
を
作
成
し
た
が
、

新
倉
さ
ん
は
、
点
字
で
手

紙
を
書
い
て
み
た
そ
う
だ
。

　

休
み
の
日
に
は
、
学
校

時
代
の
友
人
と
携
帯
電
話

の
音
声
読
み
上
げ
機
能
を

使
い
メ
ー
ル
の
や
り
取
り

も
し
て
い
る
。

　

様
々
な
障
害
の
あ
る
方

が
活
動
で
き
る
よ
う
、
ま

す
ま
す
現
場
で
の
適
切
な

配
慮
が
求
め
ら
れ
る
。

　

七
月
二
十
六
日
、

障
害
の
あ
る
人
十

九
名
の
命
が
う
ば

わ
れ
、二
十
七
名

が
傷
つ
け
ら
れ
た

津
久
井
や
ま
ゆ
り

園
の
事
件
か
ら
一

年
が
た
ち
ま
し
た
。こ
の

事
件
を
お
こ
し
た
の
は
、

障
害
の
あ
る
人
た
ち
の
援

助
に
携
わ
っ
て
い
た
元
職

員
で
し
た
。多
く
の
人
た

ち
が
こ
の
こ
と
に
衝
撃
を

受
け
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
職
員
は
「
障
害
者

な
ん
て
い
な
く
な
れ
ば
い

い
」「
障
害
者
は
不
幸
を
生

み
出
す
こ
と
し
か
で
き
な

い
」と
考
え
て
い
ま
し
た
。

援
助
者
と
し
て
、日
々
、障

害
の
あ
る
人
た
ち
の
援
助

に
携
わ
る
立
場
に
あ
っ
た

人
が
、ど
う
し
て
こ
の
よ

う
に
考
え
る
に
至
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
な
ま
ち
が
っ

た
考
え
を
持
つ
よ
う
に

な
っ
た
背
景
に
は
、障
害
の

重
い
人
た
ち
が
地
域
で
暮

ら
し
つ
づ
け
る
こ
と
が
で

き
ず
、入
所
施
設
に
は
い
る

し
か
な
か
っ
た
現
実
が
大

き
く
関
わ
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、七
月
二
十

六
日
を
忘
れ
る
こ
と
な

く
、地
域
で
と
も
に
生
き

る
社
会
を
目
指
し
て
努
力

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。

（
横
浜
市
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
連
絡
会
　
室
津
滋
樹
）

様
々
な
障
害
の
あ
る
人
へ

ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
る
適
切
な
配
慮

～
「
活
動
ホ
ー
ム
ひ
の
」
新
し
い
メ
ン
バ
ー
の
話
～新倉優香さん。今日は、フラワーアレ

ンジメントのプログラム。花の形や長
さを手で確かめながら生けていく。

　

こ
の
四
月
か
ら
「
港
南

地
域
活
動
ホ
ー
ム
ひ
の
」

（
以
下
「
ひ
の
」）
通
所
部

門
に
新
し
い
仲
間
が
二
人

加
わ
っ
た
。
そ
の
中
の
お

一
人
、
新
倉
優
香
さ
ん
は

視
覚
に
障
害
が
あ
る
。
三

月
ま
で
横
浜
市
立
盲
特
別

支
援
学
校
（
神
奈
川
区
）

に
通
っ
て
い
た
が
、
先
生

の
紹
介
で
自
宅
か
ら
近
い

「
ひ
の
」
を
利
用
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。
三
年
生
の

時
に
こ
こ
で
実
習
を
行
い
、

そ
の
時
、
丁
寧
に
支
援
し

て
も
ら
っ
た
印
象
が
あ

り
、「
ひ
の
」
に
行
き
た

い
と
思
っ
た
そ
う
だ
。

（写真①）黒色の部分が
浮き上がっており、文字
は点字で書かれている。
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自
閉
症
者
の
進
路
や
暮

ら
し
に
つ
い
て
家
族
、
福

祉
、
教
育
、
行
政
関
係
者

が
共
に
考
え
る
第
六
回
自

閉
症
懇
談
会
（
支
援
セ
ン

タ
ー
主
催
・
座
長
・
谷
口

政
隆
氏
・
平
成
二
十
六
年

発
足
）
が
今
年
八
月
に
開

催
さ
れ
た
。

　

今
年
度
は
「
第
三
期
横

浜
市
障
害
者
プ
ラ
ン
」（
以

下
、
第
三
期
プ
ラ
ン
）
の

中
間
振
り
返
り
と
後
期
三

年
間
に
む
け
た
検
討
が
行

わ
れ
る
。
今
回
は
横
浜
市

か
ら
、
プ
ラ
ン
の
今
後
の

方
向
性
や
現
在
行
わ
れ
て

い
る
種
々
の
検
討
の
状
況

を
伺
い
、
議
論
し
た
。

▼
依
然
と
し
て

　
　
変
わ
ら
な
い
ニ
ー
ズ

　

横
浜
市
の
平
成
二
十
四

年
度
調
査
で
は
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
、
入
所
施
設
の
待

機
者
六
五
一
名
中
約
半
数

以
上
を
行
動
障
害
の
あ
る

方
が
占
め
、
そ
の
傾
向
は

現
在
も
大
き
く
変
わ
ら
な

い
。

　

平
成
二
十
九
年
度
特
別

支
援
学
校
等
卒
業
予
定
生

徒
七
六
四
名
の
内
、
自
閉

ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
の
方
は

約
半
数
（「
進
路
対
策
研

究
会
」
調
査
）
を
占
め
、

今
後
数
年
は
同
様
の
傾
向

を
示
し
て
い
る
。

▼
横
浜
市
か
ら

　

横
浜
市
か
ら
は
、
第
三

期
プ
ラ
ン
後
期
に
は
相
談

支
援
事
業
な
ど
の
充
実

や
、
特
に
自
閉
症
、
行
動

障
害
の
あ
る
方
へ
の
支
援

策
と
し
て
主
に
研
修
や
発

達
障
害
者
地
域
支
援
マ
ネ

ジ
ャ
ー
（
以
下
、
地
域
支

援
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）
の
強
化

充
実
に
関
す
る
方
向
が
示

さ
れ
た
。

　

一
方
、
平
成
二
十
八
年

度
か
ら
二
次
相
談
支
援
機

関
の
二
施
設
で
「
ミ
ド
ル

ス
テ
イ
モ
デ
ル
事
業
」
を

実
施
。
二
次
相
談
支
援
機

関
の
相
談
機
能
と
入
所
施

設
の
短
期
入
所
を
連
動
さ

せ
る
取
り
組
み
を
進
め
、

今
年
度
か
ら
検
証
予
定
で

あ
る
事
も
報
告
さ
れ
た
。

▼
現
場
の
課
題

　

横
浜
市
の
説
明
を
受

け
、
委
員
か
ら
は
現
場
の

諸
課
題
が
提
起
さ
れ
た
。

　

障
が
い
者
生
活
支
援
施

設
「
花
み
ず
き
」
の
原
田

氏
は
「
相
談
機
能
の
充
実

に
む
け
、
現
場
経
験
の
あ

る
職
員
を
配
置
す
る
必
要

が
あ
る
。
そ
の
結
果
、
現

場
の
人
手
が
手
薄
に
な

り
、運
営
が
大
変
厳
し
い
」

と
訴
え
る
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
新
の
赤
川

氏
は
「
事
業
所
の
支
援
の

質
を
担
保
す
る
た
め
に
は

地
域
支
援
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な

ど
、
外
部
の
支
援
シ
ス
テ

ム
な
ど
が
あ
ま
ね
く
行
き

わ
た
る
仕
組
み
が
必
要
で

は
な
い
か
」
と
語
る
。

　

さ
ら
に
、
障
害
者
地
域

活
動
ホ
ー
ム
「
幹
」
の
斉

藤
氏
は
「
株
式
会
社
な
ど

民
間
企
業
も
参
入
し
て
い

る
状
況
の
中
で
、
ま
ず
は

様
々
な
機
関
や
事
業
所
が

担
う
役
割
を
整
理
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
」
と
基
本
的
な
課
題
を

提
起
し
た
。

▼
圧
倒
的
な
ニ
ー
ズ
へ
の

対
応
と

　
幼
少
期
か
ら
の
支
援
を

　

八
島
氏（
家
族
）は「
地

域
生
活
継
続
の
た
め
に
、

暮
ら
し
の
あ
ら
ゆ
る
場
面

で
必
要
な
支
援
が
入
る
べ

き
」
と
語
り
、宍
倉
氏
（
家

族
）
は
「
現
状
や
今
後
も

予
想
さ
れ
る
圧
倒
的
な

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め

に
は
、
社
会
資
源
の
整
備

は
急
務
。
何
よ
り
幼
少
期

か
ら
、
家
庭
や
地
域
の

様
々
な
社
会
資
源
に
適
切

な
支
援
が
入
る
仕
組
み
が

必
要
で
は
な
い
か
。今
後
、

予
防
的
な
支
援
が
極
め
て

重
要
と
な
る
。
例
え
ば
療

育
セ
ン
タ
ー
や
発
達
障
害

者
支
援
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ

フ
が
家
庭
な
ど
を
個
別
訪

問
す
る
事
も
視
野
に
入
れ

て
欲
し
い
」
と
語
る
。
機

能
強
化
型
活
動
ホ
ー
ム

「
む
つ
み
」
の
佐
藤
氏
も

同
様
の
意
見
を
述
べ
た
。

　

地
域
支
援
マ
ネ
ジ
ャ
ー

の
西
尾
氏
は
「
教
育
現
場

か
ら
福
祉
事
業
所
に
繋
ぐ

際
の
丁
寧
な
ア
セ
ス
メ
ン

ト
に
基
づ
く
マ
ッ
チ
ン
グ

や
引
継
ぎ
に
よ
り
、
行
動

障
害
を
予
防
す
る
手
立
て

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
福
岡
市
の
モ
デ
ル

事
業
の
例
な
ど
、
人
材
育

成
と
支
援
体
制
の
整
備
が

必
要
」
と
広
義
な
ア
セ
ス

メ
ン
ト
の
重
要
性
を
訴
え

た
。

▼
中
・
長
期
の
見
通
し
を

も
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の

　
　
　
三
年
間
を
考
え
る

　

谷
口
座
長
は
「
特
に
行

動
障
害
の
あ
る
方
へ
の
ア

セ
ス
メ
ン
ト
と
支
援
体
制

の
整
備
、
ま
た
住
ま
い
検

討
部
会
で
提
言
し
て
い
る

地
域
移
行
や
地
域
生
活
を

支
え
る
拠
点
機
能
に
つ
い

て
、
引
き
続
き
議
論
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
」
と
語

る
。

　

今
回
の
議
論
で
は
、「
地

域
で
提
供
さ
れ
て
い
る
支

援
に
対
し
、
外
部
の
客
観

的
な
評
価
と
助
言
が
自
動

的
に
入
る
仕
組
み
」、「
幼

少
期
か
ら
の
一
貫
し
た
支

援
の
提
供
。
特
に
家
庭
へ

赴
き
障
害
児
者
の
地
域
生

活
と
家
族
を
支
援
す
る

事
」
の
重
要
性
も
提
起
さ

れ
た
。

　

第
四
期
障
害
者
プ
ラ
ン

も
視
野
に
入
れ
た
中
・
長

期
の
見
通
し
を
持
ち
な
が

ら
、
当
面
の
施
策
を
検
討

し
、
各
施
策
が
有
機
的
に

連
動
し
て
い
く
事
が
望
ま

れ
る
。

中
・
長
期
の
見
通
し
を
も
っ
て

第
三
期
障
害
者
プ
ラ
ン
・
こ
れ
か
ら
の
三
年
間

～
第
六
回
自
閉
症
懇
談
会
を
開
催
～

「自閉症懇談会」当日参加者　（敬称略、順不同）
谷口　政隆　（座長・神奈川県立保健福祉大学名誉教授）
中野　美奈子（横浜市自閉症児・者親の会会長）
宍倉　孝　　（横浜市自閉症児・者親の会）
八島　敏昭　（横浜市自閉症児・者親の会）
中村　公昭　（千代田区立障害者就労支援施設ジョブ・サポート・プラザちよだ　所長）
赤川　真　　（NPO法人新　総括責任者）
斉藤　達之　（つるみ地域活動ホーム幹　施設長）
原田　淳　　（花みずき　施設長）
佐藤　毅　　（南福祉ホームむつみ　所長）
西尾　紀子　（横浜市発達障害者支援センター　発達障害者地域支援マネジャー）
米澤　宏彰　（横浜市健康福祉局障害企画課　施策推進担当係長）
松浦　拓郎　（横浜市健康福祉局障害福祉課　地域活動支援係長）
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特
別
支
援
学
校
等
卒
業

生
は
急
激
に
増
加
し
て
お

り
、
生
徒
数
の
推
移
は
図

１
の
と
お
り
（
※
小
中
学

校
は
、
個
別
支
援
級
在
籍

生
徒
数
も
カ
ウ
ン
ト
）。

平
成
二
十
九
年
度
（
現
高

三
）
は
七
六
四
名
、
平
成

三
十
二
年
度
（
現
中
三
）

に
は
八
〇
〇
名
余
、
平
成

三
十
六
年
度
（
現
小
五
）

に
は
一
，
〇
〇
〇
名
を
超

え
る
見
通
し
。

～
平
成
二
十
八
年
度

卒
業
生
進
路
結
果
～

　

平
成
二
十
八
年
度
卒
業

生
（
七
三
八
名
）
の
進
路

先
は
図
２
の
と
お
り
。

　

生
活
介
護
が
一
割
強
、

就
労
移
行
支
援
・
就
労
継

続
支
援
事
業
が
三
割
弱
な

ど
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
が
計
五
割
弱
。
ま

た
作
業
所
型
、
機
能
強
化

型
・
社
会
福
祉
法
人
型
活

動
ホ
ー
ム
な
ど
が
一
割
強

と
、
福
祉
系
の
活
動
場
所

へ
の
進
路
は
合
わ
せ
て
約

六
割
弱
（
四
三
〇
名
）。

就
労
し
た
卒
業
生
は
三
割

弱
（
二
〇
八
名
）
で
昨
年

度
よ
り
微
減
。
一
割
は
施

設
入
所
支
援
や
進
学
、
職

業
訓
練
な
ど
だ
。

◆
平
成
二
十
九
年
度
「
進

路
対
策
研
究
会
」
委
員
長

相
田
泰
宏
氏（
横
浜
市
立

上
菅
田
特
別
支
援
学
校
）

よ
り

　

五
年
前
は
五
七
三
人

だ
っ
た
高
等
部
三
年
生

が
、
現
在
は
七
〇
〇
人
を

超
え
、
さ
ら
に
七
年
後
に

は
一
，
〇
〇
〇
人
を
上
回

り
ま
す
。

　

企
業
で
の
障
害
者
雇
用

の
枠
は
拡
大
し
、
障
害
者

も
就
職
し
や
す
い
時
代
に

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

短
期
間
で
離
職
し
て
し
ま

う
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
環
境
の
整
備
や

一
貫
し
た
支
援
体
制
の
構

築
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

多
く
の
生
徒
は
生
活
面

や
身
体
面
で
の
支
援
を
必

要
と
し
て
い
る
た
め
、
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て

い
ま
す
。
障
害
が
重
い
生

徒
ほ
ど
進
路
先
は
限
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

生
徒
は
社
会
参
加
で
き
る

機
会
や
場
所
が
少
な
い
た

め
、
進
路
先
が
見
つ
か
ら

な
い
と
、
家
以
外
に
自
分

の
居
場
所
が
な
く
、
ま
た

家
族
以
外
に
接
す
る
人
も

い
な
い
、
社
会
か
ら
孤
立

し
た
存
在
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

　

地
域
や
社
会
と
か
か
わ

り
続
け
、
自
ら
望
む
生
活

を
選
択
で
き
る
、
そ
ん
な

当
た
り
前
の
こ
と
が
障
害

に
よ
っ
て
妨
げ
ら
れ
る
こ

と
が
な
い
よ
う
、
横
浜
市

の
更
な
る
支
援
と
私
た
ち

関
係
機
関
の
努
力
が
強
く

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

～
卒
業
生
八
〇
〇
名
に
近
づ
き

七
年
後
に
は
一
、〇
〇
〇
名
超
へ
～

平
成
二
十
九
年
度
進
路
対
策
研
究
会
　
調
査
結
果

せ
や
福
祉
ホ
ー
ム

～
三
井
さ
ん
と
大
島
さ
ん

　
優
し
い
ま
な
ざ
し
～

　

夏
の
風
物
詩
、
高
校
球

児
や
ア
イ
ス
の
絵
を
描
く

利
用
者
さ
ん
。
そ
の
傍
ら

に
、
優
し
い
ま
な
ざ
し
で

見
守
る
三
井
尚
子
さ
ん
と

大
島
佳
子
さ
ん
。

　

お
ふ
た
り
は
、
せ
や
福

祉
ホ
ー
ム
の
生
活
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
余
暇
活
動
で
月
二

回
美
術
を
担
当
さ
れ
て
い

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
。

　

美
術
に
造
詣
が
深
い
三

井
さ
ん
は
、
非
常
勤
を
経

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
。
利

用
者
さ
ん
の
話
し
相
手
を

と
い
う
誘
い
が
き
っ
か
け

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
な
っ

た
大
島
さ
ん
。
三
井
さ
ん

の
補
助
を
す
る
う
ち
に
美

術
専
属
と
な
っ
た
。

　

ス
テ
ン
シ
ル
の
刷
毛
を

う
ま
く
持
て
な
か
っ
た
利

用
者
さ
ん
。
徐
々
に
力
の

入
れ
方
を
覚
え
、
絶
妙
な

タ
ッ
チ
で
描
く
姿
に
驚
か

さ
れ
た
こ
と
も
。
ま
た
、

気
持
ち
を
言
葉
で
う
ま
く

伝
え
ら
れ
な
い
利
用
者
さ

ん
は
、
作
品
で
想
い
を
表

現
さ
れ
、
心
を
開
放
し
て

い
る
様
子
が
伝
わ
っ
た 

り
…
。「
作
品
を
と
お
し

て
、
利
用
者
さ
ん
と
対
話

を
す
る
喜
び
が
あ
る
」
と

お
ふ
た
り
は
話
さ
れ
る
。

　
「
上
手
い
下
手
の
評
価

で
は
な
く
、
職
員
さ
ん
が

自
然
に
発
す
る
共
感
の
声

か
け
が
、
み
な
さ
ん
何
よ

り
う
れ
し
そ
う
で
…
」
と

も
。
三
井
さ
ん
、
大
島
さ

ん
も
制
作
を
見
守
り
、
常

に
優
し
く
声
を
か
け
る
。

そ
の
様
子
が
ま
た
心
地
よ

い
。

大島さん（左）

三井さん（右）

＊
進
路
対
策
研
究
会

　

昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八

四
年
）
よ
り
横
浜
市
内
在
住

の
生
徒
が
通
う
盲
・
聾
・
特

別
支
援
学
校
、
養
護
学
校
、

サ
ポ
ー
ト
校
、技
能
連
携
校
、

高
等
専
修
学
校
、
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
等
四
十
三
校
（
分
教

室
を
含
め
る
と
五
十
八
校
）

の
進
路
担
当
者
及
び
行
政
担

当
者
、
教
育
委
員
会
担
当
者

が
集
ま
っ
て
進
路
に
関
す
る

調
査
、
諸
問
題
の
検
討
を

行
っ
て
い
る
。

1200

1000

800

600

400

200

0

卒業生数（人）

平成
16年

平成
20年

平成
24年

平成
28年

（現
高3
）平
成2
9年

（現
高2
）平
成3
0年

（現
高1
）平
成3
1年

（現
中3
）平
成3
2年

（現
中2
）平
成3
3年

（現
中1
）平
成3
4年

（現
小6
）平
成3
5年

（現
小5
）平
成3
6年

（現
小4
）平
成3
7年

図1　特別支援学校等高等部卒業生推移（結果・予測）

図2　平成28年度特別支援学校等高等部卒業生（738名）進路結果の割合

社会福祉法人型活動
ホーム 3.1％

機能強化型活動
ホーム 3.3％

地域作業所・地域
活動支援センター
作業所型 5.8％

進学 6.1％

就労
28.2％

障害福祉サービス
事業所 46.1％

職業訓練 2.4％

入所施設 1.1％ 職能訓練 0.0％

その他 3.9％
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標
記
研
修
会
が
六
月
二

十
三
日
に
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
研
修
は
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
を
受
け
た
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
（
以
下
Ｇ
Ｈ
）
の

実
践
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
委

員
の
報
告
を
他
の
Ｇ
Ｈ
職

員
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
委
員

で
共
有
し
、
今
後
を
展
望

す
る
も
の
。

独
立
し
た

地
域
生
活
を
め
ざ
し
て

ハ
イ
ム
さ
ざ
ん
か

（
社
会
福
祉
法
人
う
し
お
だ
）

　

こ
こ
は
、
精
神
障
害
の

あ
る
方
々
が
独
立
し
た
地

域
生
活
を
め
ざ
す
通
過
型

の
Ｇ
Ｈ
。
建
物
は
ア
パ
ー

ト
タ
イ
プ
だ
。

　

利
用
者
の
日
常
生
活
の

大
半
は
、
Ｇ
Ｈ
と
病
院
や

日
中
活
動
先
の
往
復
に
費

や
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
よ

う
な
中
、
職
員
が
「
そ
も

そ
も
地
域
生
活
と
は
？
」

と
考
え
始
め
、
町
会
長
と

相
談
。「
地
域
を
知
り
、

自
分
た
ち
を
知
っ
て
も
ら

お
う
」
と
、
利
用
者
が
町

会
で
組
長
を
引
き
受
け
る

な
ど
地
域
と
関
わ
り
始
め

た
。

　

管
理
者
の
河
野
さ
ん
は

「
将
来
、
独
立
し
た
生
活

を
望
む
利
用
者
に
と
っ
て

地
域
の
一
員
と
し
て
地
域

に
関
わ
る
こ
と
は
大
切
な

経
験
か
と
思
う
。
地
域
の

方
々
に
障
害
を
正
し
く
理

解
し
て
も
ら
う
き
っ
か
け

に
も
な
っ
た
」
と
話
す
。

～
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
委
員
か
ら
～

■
松
下
さ
ん（
社
会
福
祉
士
）

　

個
の
生
活
が
意
識
さ
れ

て
い
る
。
入
居
者
と
職
員

は
良
い
距
離
感
を
保
っ
て

い
る
。
待
つ
こ
と
の
大
切

さ
、
焦
ら
な
い
支
援
が
実

践
さ
れ
て
い
た
。

■
音
田
さ
ん（
家
族
の
立
場
）

　

メ
ン
バ
ー
同
士
、
自
然

な
形
で
助
け
合
い
、
良
い

笑
顔
が
見
ら
れ
た
。

支
援
の
標
準
化

サ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド

そ
よ
か
ぜ
二
番
館

（
社
会
福
祉
法
人
そ
よ
か
ぜ
の
丘
）

　

こ
こ
は
知
的
障
害
の
あ

る
方
々
が
暮
ら
す
Ｇ
Ｈ
。

法
人
と
し
て
の
運
営
は
六

ホ
ー
ム
。
管
理
者
の
鈴
木

さ
ん
は
「
本
人
が
心
地
よ

く
暮
ら
せ
、
離
れ
て
暮
ら

す
ご
家
族
に
も
安
心
し
て

も
ら
え
る
こ
と
を
大
切
に

し
て
い
る
」
と
言
う
。

　

ス
タ
ッ
フ
が
ど
の
ホ
ー

ム
で
も
共
通
し
た
支
援
が

で
き
る
よ
う
基
本
的
な
事

は
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
て
あ

る
。
服
薬
管
理
の
仕
方
や

設
備
面
で
は
シ
ス
テ
ム

キ
ッ
チ
ン
の
規
格
、
備
品

管
理
場
所
の
共
通
化
な

ど
、
支
援
の
標
準
化
を
目

指
し
て
い
る
。

～
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
委
員
か
ら
～

■
坂
本
さ
ん
（
弁
護
士
）

　

玄
関
に
表
札
が
あ
り
、

個
々
人
の
家
と
感
じ
た
。

支
援
体
制
の
統
一
化
に
関

す
る
配
慮
が
あ
り
、
ス
タ

ッ
フ
同
士
の
サ
ポ
ー
ト
体

制
も
良
い
。

　

ご
自
身
も
十
二
年
前
か

ら
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
委
員
と

し
て
活
躍
し
、
こ
の
日
、

研
修
の
司
会
を
務
め
た
青

木
弁
護
士
は
「
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
で
実
践
が
集
ま
り
、

研
修
を
通
し
て
訪
問
を
し

て
い
な
い
委
員
や
職
員
と

も
内
容
を
共
有
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が

広
が
る
と
よ
い
」と
語
る
。

　

多
く
の
方
と
Ｇ
Ｈ
の
実

践
を
共
有
で
き
る
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
活
動
。
今
後
も
推

進
し
た
い
。

第
三
者
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
実
践
を
共
有
し
よ
う
！

　

お
も
ち
ゃ
を
通
し
て
、

地
域
の
子
ど
も
や
家
族
と

の
交
流
を
図
る
「
お
も

ち
ゃ
文
庫
」。
こ
の
六
月

か
ら
、ふ
れ
あ
い
の
家（
鶴

見
区
）
で
も
ス
タ
ー
ト
し

た
。
機
能
強
化
型
地
域
活

動
ホ
ー
ム
の
中
で
七
館
目
。

■
オ
ー
プ
ン
当
日
の
様
子

　

区
内
で
活
動
す
る
訓
練

会
の
方
を
中
心
に
、
十
組

の
親
子
が
来
場
。
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

企
画
さ
れ
た
幼
児
向
け
の

人
形
劇
で
は
子
ど
も
た
ち

は
人
形
の
動
き
を
目
で
追

い
、
声
を
上
げ
て
楽
し
ん

で
い
た
。
お
も
ち
ゃ
は
、

家
庭
で
は
用
意
し
に
く
い

本
格
的
な
木
製
の
お
ま
ま

ご
と
セ
ッ
ト
な
ど
を
用
意

し
た
こ
と
も
あ
り
「
家
に

は
な
い
お
も
ち
ゃ
で
遊
ぶ

機
会
が
で
き
て
よ
か
っ

た
」
と
家
族
か
ら
も
好
評

だ
っ
た
。

■
地
域
と
の
か
か
わ
り

　

お
も
ち
ゃ
文
庫
の
開
始

に
向
け
、
ふ
れ
あ
い
の
家

で
は
四
月
後
半
か
ら
周
知

を
開
始
。
運
営
委
員
長
や

区
役
所
の
協
力
を
得
て
、

地
域
の
回
覧
板
や
チ
ラ
シ

な
ど
を
活
用
し
て
呼
び
か

け
を
行
っ
た
。
来
場
し
た

地
域
の
方
か
ら
は
「
活
動

ホ
ー
ム
は
主
に
成
人
の
方

が
通
所
す
る
と
こ
ろ
、
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た

け
れ
ど
、
子
ど
も
向
け
の

事
業
も
や
っ
て
い
る
ん
で

す
ね
」
と
い
う
感
想
も
寄

せ
ら
れ
た
。

　

ふ
れ
あ
い
の
家
が
鶴
見

区
で
開
所
し
て
三
十
四

年
。
今
後
、
地
域
の
子
ど

も
と
家
族
が
自
由
に
集
え

る
場
と
し
て
も
、
ま
す
ま

す
重
要
な
拠
点
と
な
る
。

人形劇の合間に、音楽に合わせて手遊び

平成29年度モニタリング活動に伴う研修会
【第1部】
「グループホームの実践報告とモニタリング活動」
１．主に精神障害のある方への支援の実践をとおして
　河野崇宏氏
　（社会福祉法人うしおだ　ハイムさざんか管理者）　
　松下圭一氏／音田園恵氏（モニタリング委員）
２．主に知的障害のある方への支援の実践をとおして
　鈴木久美子氏
　（社会福祉法人そよかぜの丘　
　　　　　　　サンフィールドそよかぜ二番館管理者）
　坂本真史氏（モニタリング委員）
【第2部】
参加者によるグループディスカッション

鶴
見
・
ふ
れ
あ
い
の
家

お
も
ち
ゃ
文
庫
開
始
！

※
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
活
動
と
は

　
「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
活
動
」
は
、
第
三
者
で
あ

る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
委
員
が
、
障
害
の
あ
る
人
の

Ｇ
Ｈ
や
日
中
活
動
場
所
を
訪
問
し
、
そ
の
運
営

や
援
助
内
容
に
、
人
権
尊
重
の
姿
勢
が
導
入
さ

れ
て
い
る
か
、
ま
た
実
際
に
人
権
が
守
ら
れ
て

い
る
か
を
見
守
る
活
動
。
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
委
員

は
、
当
事
者
・
家
族
・
弁
護
士
・
社
会
福
祉
士
・

精
神
保
健
福
祉
士
・
学
生
・
市
民
な
ど
、
様
々

な
立
場
の
方
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

二
十
八
年
度
の
Ｇ
Ｈ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
活
動
は

二
十
八
ホ
ー
ム
実
施
。
関
わ
っ
た
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
委
員
は
の
べ
五
十
六
人
。

～
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
活
動
研
修
会
開
催
～
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た
自
治
会
長
さ
ん
に
キ
ー

パ
ー
を
依
頼
し
、
快
諾
い

た
だ
い
た
。
自
治
会
長
さ

ん
は
、
Ａ
さ
ん
の
事
を

常
々
、
気
に
か
け
、
同
じ

棟
の
方
に
そ
の
様
子
を
さ

り
げ
な
く
聞
い
て
い
た
と

い
う
。

　

担
当
職
員
の
岩
永
さ
ん

は
「
地
域
の
方
が
さ
り
げ

な
く
、
気
に
か
け
て
く
れ

て
い
た
事
が
分
か
っ
た
。

さ
り
げ
な
い
見
ま
も
り
が

安
心
し
た
生
活
に
つ
な
が

れ
ば
」
と
語
っ
た
。

「
み
ど
り
の
こ
か
げ
」

そ
の
実
践

　

高
齢
の
両
親
と
三
人
暮

ら
し
の
Ｂ
さ
ん
（
知
的
障

害
）。
頼
れ
る
親
族
が
近

く
に
お
ら
ず
、
本
人
の
事

を
見
ま
も
っ
て
く
れ
る
人

が
身
近
に
欲
し
い
と
い
う

話
が
あ
っ
た
。
キ
ー
パ
ー

を
探
す
た
め
区
社
協
に
相

談
、
地
区
社
協
の
会
合
で

制
度
説
明
・
相
談
を
し
た
。

す
る
と
、
Ｂ
さ
ん
の
地
区

の
民
生
委
員
さ
ん
が
名
乗

り
出
て
く
れ
、
キ
ー
パ
ー

登
録
に
。

　

Ｂ
さ
ん
は
「
道
で
会
っ

て
挨
拶
を
し
た
り
、
防
災

訓
練
や
運
動
会
、
団
地
の

パ
ト
ロ
ー
ル
に
誘
っ
て
も

ら
い
参
加
し
た
」
と
そ
の

後
を
話
し
て
く
れ
る
。

　

ま
た
、
Ｂ
さ
ん
は
「
団

地
の
花
壇
に
花
を
植
え
、

感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た

い
」
と
も
話
し
て
い
る
と

い
う
。
そ
れ
を
聞
い
た
あ

ん
し
ん
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
岩

澤
さ
ん
は
「
Ｂ
さ
ん
の
地

域
へ
の
愛
着
を
感
じ
た
。

地
域
で
安
心
し
て
長
く
生

活
し
て
い
く
際
、
そ
れ
は

大
切
な
事
と
、
し
み
じ
み

思
う
」
と
語
っ
た
。

　

こ
の
三
月
、
全
区
で
後

見
的
支
援
室
（
以
下
、
支

援
室
）
が
開
設
さ
れ
た
。

　

障
害
の
あ
る
人
が
自
分

ら
し
く
、
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い
く
た
め

に
、
支
援
室
の
実
践
は
続

く
。
更
な
る
支
援
の
充
実

を
め
ざ
し
、五
月
一
九
日
、

全
支
援
室
の
ス
タ
ッ
フ
を

対
象
に
研
修
会
が
開
催
さ

れ
た
（
百
十
名
参
加
）。

住
民
目
線
と

地
域
の
力
が
大
切

　

支
援
室
の
実
践
を
長
く

見
守
っ
て
い
る
訪
問
の
家

理
事
の
松
田
さ
ん
。「
地

域
で
普
通
の
暮
ら
し
を
続

け
る
に
は
、
住
民
目
線
の

見
ま
も
り
が
大
切
。
そ
の

事
を
改
め
て
痛
感
し
た
」

と
い
う
。

　

責
任
者
の
庄
司
さ
ん
も

「
自
分
た
ち
の
地
域
を
自

分
た
ち
で
良
く
し
て
い
こ

う
と
い
う
地
域
の
力
を
信

じ
て
い
る
。
地
域
の
真
剣

さ
に
向
き
合
い
、
丁
寧
に

関
わ
っ
て
い
く
事
が
大

切
」
と
今
ま
で
を
振
り
返

る
。

「
帆
海
」　
そ
の
実
践

　

団
地
で
一
人
暮
ら
し
を

し
て
い
る
知
的
障
害
の
あ

る
Ａ
さ
ん
。
初
め
は
あ
ん

し
ん
キ
ー
パ
ー
（
以
下
、

キ
ー
パ
ー
）
を
積
極
的
に

希
望
し
て
い
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
支
援
室
が
訪

問
を
続
け
る
中
で
「
地
震

の
時
に
助
け
て
く
れ
る
人

が
近
く
に
い
る
と
安
心
」

と
い
う
話
を
し
始
め
た
。

　

そ
こ
で
支
援
室
は
、
Ａ

さ
ん
が
名
前
を
知
っ
て
い

～
横
浜
市
障
害
者
後
見
的
支
援
制
度
～

地
域
の
見
ま
も
り
の
大
切
さ
と

そ
の
充
実
を
め
ざ
し
て

支援室の実践を語る岩永さん
（左）と岩澤さん

地域活動支援センター
たんぽぽ（南区）
松村洋子さん
朝比奈友己枝さん

※
あ
ん
し
ん
キ
ー
パ
ー

　

身
近
な
と
こ
ろ
で
本
人
を
さ

り
げ
な
く
見
ま
も
る
人
。
本
人

や
家
族
の
希
望
を
伺
い
、
後
見

的
支
援
室
が
地
域
の
人
た
ち
に

働
き
か
け
、
登
録
し
て
い
た
だ

く
。
ま
た
、
既
に
本
人
の
こ
と

を
よ
く
知
っ
て
い
る
人
に
登
録

し
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
る
。

　

お
二
人
と
も
、
最
初
は
緊

張
し
た
面
持
ち
で
の
取
材
で

あ
っ
た
が
、
笑
顔
で
お
話
を

し
て
く
だ
さ
っ
た
。

　

松
村
さ
ん
は
、
現
在
、
ダ

イ
エ
ッ
ト
の
た
め
に
運
動
を

頑
張
っ
て
い
る
。
た
ん
ぽ
ぽ

で
は
、
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
の
仕

事
を
行
い
、
万
歩
計
を
携
え

て
一
日
一
万
歩
を
目
指
す
。

室
内
で
も
タ
イ
マ
ー
を
使
っ

て
十
分
間
の
運
動
を
し
、
帰

り
は
時
折
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
と

歩
い
て
帰
る
な
ど
、
暑
い
中

頑
張
っ
て
い
る
。

　

そ
ん
な
松
村
さ
ん
は
、「
痩

せ
た
ら
お
や
つ
や
、
お
せ
ん

べ
い
、
あ
ん
こ
の
お
も
ち
、

ゆ
で
卵
が
食
べ
た
い
」
と
話

す
。

　

た
ん
ぽ
ぽ
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
さ
ん
が
読
ん
で
く
れ
る
紙

芝
居
や
、「
渡
る
世
間
は
鬼

ば
か
り
」
を
観
る
こ
と
、
夏

休
み
の
家
族
旅
行
な
ど
が
好

き
で
、
充
実
し
た
毎
日
を
過

ご
さ
れ
て
い
る
。

　

朝
比
奈
さ
ん
に
は
、
休
日

の
好
き
な
過
ご
し
方
に
つ
い

て
お
話
し
し
て
い
た
だ
い
た
。

お
買
い
物
を
す
る
こ
と
、
カ

ラ
オ
ケ
や
映
画
、
落
語
や
お

祭
り
に
行
く
こ
と
な
ど
、
休

日
は
ほ
ぼ
毎
回
外
出
を
し
て

楽
し
ん
で
い
る
。

　

そ
の
中
で
も
最
近
、
南
区

で
デ
ィ
ス
コ
大
会
が
あ
り
、

仮
装
を
し
て
き
た
こ
と
が
楽

し
か
っ
た
よ
う
で
、
来
年
の

仮
装
は
何
に
す
る
か
、
今
か

ら
構
想
を
練
っ
て
い
る
。

　

朝
比
奈
さ
ん
は
お
笑
い
も

好
き
で
、
今
回
の
取
材
の
中

で
も
、
周
り
を
笑
い
に
誘
い

な
が
ら
お
話
し
し
て
く
れ
た
。

＜全体研修の内容＞
１．地域での見まもりの充実をめざして
　　社会福祉法人 訪問の家 理事 松田 米生氏
　　栄区後見的支援室 とんぼ 責任者 庄司 晃洋氏
２．後見的支援室の実践 

（１）一人暮らしをしている登録者の見まもり
　　金沢区障害者後見的支援室 帆海　
　　担当職員 岩永 美恵子氏

（２）高齢の両親と暮らす登録者の見まもり
　　緑区障がい者後見的支援室 みどりのこかげ　
　　あんしんマネジャー 岩澤 彩子氏

▲朝比奈友己枝さん ▲松村洋子さん
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六
月
二
十
四
日
㈯
、
プ

ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
Ｂ

リ
ー
グ
『
横
浜
ビ
ー
・
コ

ル
セ
ア
ー
ズ
』
の
選
手
と

ス
タ
ッ
フ
を
講
師
に
迎

え
、
余
暇
活
動
支
援
事
業

『
障
害
の
あ
る
方
の
た
め

の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教

室
』
を
横
浜
あ
ゆ
み
荘
お

よ
び
都
筑
地
区
セ
ン
タ
ー

に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、『
横
浜

ビ
ー
・
コ
ル
セ
ア
ー
ズ
』

の
全
面
協
力
の
も
と
、
隣

接
す
る
都
筑
地
区
セ
ン

タ
ー
と
の
共
催
事
業
と
し

て
実
施
。
市
内
在
住
の
障

害
の
あ
る
方
二
十
二
名
と

支
援
者
総
勢
三
十
五
名
の

参
加
者
が
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。

　

プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
選
手
の
熱
い
指
導
の
な

か
、参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、

パ
ス
・
ド
リ
ブ
ル
・
シ
ュ
ー

ト
練
習
で
コ
ツ
を
つ
か
み
、

そ
の
後
の
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
で

さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま

し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
プ
ロ

の
選
手
と
練
習
や
試
合
が

で
き
て
と
て
も
良
か
っ
た

で
す
」「
と
て
も
楽
し
か
っ

た
の
で
来
年
も
や
っ
て
く

だ
さ
い
」「
他
の
ス
ポ
ー

ツ
も
や
っ
て
ほ
し
い
で

す
」「
ダ
ン
ス
や
音
楽
教

室
も
や
っ
て
く
れ
る
と
嬉

し
い
で
す
」
な
ど
の
楽
し

か
っ
た
感
想
を
寄
せ
て
く

れ
ま
し
た
。

　

あ
ゆ
み
荘
で
は
、
今
後

も
余
暇
活
動
支
援
事
業
を

実
施
し
、
障
害
の
あ
る

方
々
が
様
々
な
体
験
が
で

き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
の
で
、
是
非
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

全
客
室
の
全
面
禁
煙

に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
客
室
で
は
洋

室
の
ポ
プ
ラ
、
ア
カ
シ
ア

の
二
部
屋
の
み
を
喫
煙
が

で
き
る
部
屋
と
し
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
禁
煙
は

社
会
的
な
要
請
と
な
っ
て

お
り
、
受
動
喫
煙
な
ど
喫

煙
に
伴
う
健
康
の
悪
影
響

や
公
共
施
設
と
し
て
禁
煙

に
対
し
て
積
極
的
な
役
割

を
果
た
し
て
い
く
た
め
、

平
成
三
十
年
一
月
よ
り
全

客
室
禁
煙
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
館
内
で
の
喫
煙

は
、
二
階
ふ
れ
あ
い
ホ
ー

ル
に
設
置
し
て
い
ま
す
喫

煙
室
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ま
の
ご
理
解
、
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

年
末
年
始
の
休
館
及
び
、

施
設
点
検
整
備
の
た
め
の

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

●
年
末
年
始
の
休
館

　

平
成
二
十
九
年
十
二
月

二
十
八
日
㈭
か
ら
平
成
三

　
受
注
セ
ン
タ
ー
わ
ー
く

る
で
は
、
様
々
な
作
業
の

受
発
注
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。今
回
は
、

そ
の
一
例
を
紹
介
し
ま
す
。

街
区
表
示
板
点
検
・

補
修
等
作
業

　

電
柱
に
掲
示
さ
れ
て
い

る
青
い
プ
レ
ー
ト
で
お
馴

染
み
の
住
所
を
示
し
た

「
街
区
表
示
板
」。
こ
の
表

示
板
の
点
検
と
補
修
作
業

を
障
害
者
支
援
事
業
所

（
以
下「
事
業
所
」）が
行
っ

て
い
ま
す
。

　

横
浜
市
市
民
局
か
ら
依

頼
が
あ
り
、
受
注
セ
ン

タ
ー
わ
ー
く
る
が
受
注

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
、
十
九

箇
所
の
事
業
所
が
市
内
全

域
の
二
十
の
町
で
作
業
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

古
い
表
示
板
は
、
塗
料

の
色
落
ち
な
ど
で
文
字
が

見
え
に
く
く
な
っ
た
も
の

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を

一
枚
一
枚
点
検
し
、
見
え

に
く
い
文
字
は
白
ペ
ン
キ

で
塗
装
し
、
ま
た
、
無
く

な
っ
て
い
な
い
か
の
確
認

も
併
せ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

自
分
た
ち
が
作
業
し
た
も

の
が
外
に
あ
る
と
嬉
し
い

　

六
月
か
ら
作
業
を
開
始

し
た
事
業
所
を
訪
問
し
ま

し
た
。
車
や
人
に
気
を
配

り
な
が
ら
、
分
担
し
て
作

業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。

　

作
業
す
る
メ
ン
バ
ー

は
、「
自
分
た
ち
が
や
っ

十
年
一
月
三
日
㈬
ま
で

●
施
設
備
点
検
に
伴
う

　

臨
時
休
館

　

平
成
三
十
年
一
月
二
十

三
日
㈫
か
ら
二
月
一
日
㈭

ま
で

お
問
合
せ
は
、
横
浜
あ
ゆ

み
荘
ま
で

☎（
９
４
１
）８
３
８
３

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

教
室
を
開
催
！選手と参加者全員で記念撮影

【問合せ先】

よこはま障害者共同受注総合センターわーくる

☎306-9910

ホームページアドレス

http://www.yokohama-juchuu.jp

た
も
の
が
、
外
に
あ
る
と

嬉
し
い
」「
こ
れ（
街
区
板
）

を
や
っ
た
ん
だ
と
話
す

と
、す
ご
い
と
言
わ
れ
る
」

「
町
内
の
人
に
暑
い
の
に

頑
張
っ
て
ね
と
声
を
掛
け

ら
れ
る
」な
ど
、責
任
も
っ

て
取
り
組
も
う
と
い
う
様

子
と
、
作
業
を
通
し
て
の

や
り
が
い
を
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。「
誰
も
が
見
る

も
の
で
、
形
に
残
る
作
業

な
の
で
、
や
り
が
い
が
あ

る
よ
う
で
す
」
と
職
員
は

作
業
を
見
守
り
な
が
ら
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

来
年
度
以
降
は
、
更
に

多
く
の
町
内
で
実
施
さ
れ

る
予
定
で
す
。

よ
こ
は
ま
障
害
者

　
共
同
受
注
セ
ン
タ
ー

わ
ー
く
る
通
信

じゅチューくん


